
11
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
の
10
日
間
、
山
口
県
で
「
国
民
文
化
祭
・
や

ま
ぐ
ち
２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

国
民
文
化
祭
は
、
全
国
か
ら
伝
統
あ
る
民
俗
芸
能
を
は
じ
め
、
音
楽
、

演
劇
、
文
芸
、
美
術
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人

や
団
体
が
集
ま
っ
て
交
流
す
る
、
日
本
最
大
の
文
化
の
祭
典
で
す
。

県
内
各
地
の
会
場
で
105
も
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
の
国
民
文
化

祭
。
長
門
市
で
は
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
な
ど
を
会
場
に

４
つ
の
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
４
つ
の
イ
ベ
ン

ト
を
中
心
に
、
国
民
文
化
祭
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

特集 国民文化祭やまぐち2006

●
み
す
ゞ
夢
空
間
〜
仙
崎
ま
ち
な
み
フ
ェ
ス
タ

●
能
・
狂
言
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
地
芝
居
の
祭
典

11
月
３
日
（金）
〜
11
月
12
日
（日）

11
月
４
日
（土）

11
月
４
日
（土）
〜
11
月
11
日
（土）

11
月
11
日
（土）

■
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド

11
／
３
（金）
パ
ー
ク
ロ
ー
ド
周
辺

開
会
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
／
３
（金）
き
ら
ら
元
気
ド
ー
ム

閉
会
式
・
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ

11
／
12
（日）
き
ら
ら
元
気
ド
ー
ム

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
雪
舟
と
文
化
維
新
」

11
／
５
（日）
山
口
県
教
育
会
館
ほ
か

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴
史
と
ま
ち
並
み
」

11
／
４
（土）
〜
５
（日）
萩
市
民
館
ほ
か

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
資
源
の
活
用
」

11
／
４
（土）
〜
５
（日）

美
東
町
民
体
育
館
・
長
登
銅
山
跡

■
音
楽

合
唱
の
祭
典

11
／
５
（日）
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

吹
奏
楽
の
祭
典

11
／
５
（日）
周
南
市
文
化
会
館

マ
ー
チ
ン
グ
・

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
の
祭
典

11
／
12
（日）

周
南
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
祭
典

11
／
12
（日）
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

民
謡
・
民
舞
の
祭
典

11
／
11
（土）
〜
12
（日）
萩
市
民
会
館
ほ
か

少
年
少
女
合
唱
祭

11
／
12
（日）
山
陽
小
野
田
市
文
化
会
館

大
正
琴
の
祭
典

11
／
４
（土）
〜
５
（日）サ
ン
ビ
ー
ム
や
な
い

星
の
ふ
る
ま
ち

童
謡
フ
ェ
ス
タ
in
く
だ
ま
つ

11
／
11
（土）
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
／
３
（金）
〜
５
（日）

秋
吉
台
国
際
芸
術
村
・
秋
芳
洞
入
口

■
演
劇

演
劇
祭
（
現
代
劇
）

11
／
４
（土）
〜
５
（日）

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
ほ
か

演
劇
祭
（
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）

11
／
11
（土）
〜
12
（日）
下
関
市
民
会
館

ひ
か
り
全
国
人
形
劇フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
／
４
（土）
〜
５
（日）光
市
民
ホ
ー
ル
ほ
か

地
芝
居
の
祭
典

11
／
11
（土）
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■
伝
統
芸
能

全
国
吟
詠
剣
詩
舞
道
祭

11
／
５
（日）
山
口
市
民
会
館

海
響
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
／
４
（土）
〜
５
（日）

下
関
市
民
会
館
・
海
峡
ゆ
め
広
場

神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
／
５
（日）

周
南
市
新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

能
・
狂
言
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
／
４
（土）
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

日
本
舞
踊
祭

11
／
12
（日）
山
口
市
民
会
館

邦
楽
の
祭
典

11
／
５
（日）
宇
部
市
渡
辺
翁
記
念
館

■
舞
踊

洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ク
ラ
シ

ッ
ク
バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
）

11
／
12
（日）
周
南
市
文
化
会
館

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
／
５
（日）
山
陽
小
野
田
市
文
化
会
館

た
ま
が
わ
de
！
フ
ラ
メ
ン
コ

11
／
４
（土）
〜
５
（日）

萩
市
田
万
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

社
交
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
／
11
（土）
〜
12
（日）
海
峡
メ
ッ
セ
下
関

■
文
芸

文
芸
祭
「
短
歌
」

11
／
11
（土）
〜
12
（日）岩
国
市
民
会
館
ほ
か

文
芸
祭
「
俳
句
」

11
／
10
（金）
〜
11
（土）

山
口
市
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

文
芸
祭
「
自
由
律
俳
句
／

癒
し
の
俳
人
　
種
田
山
頭
火
」

11
／
４
（土）
〜
５
（日）
防
府
市
公
会
堂
、

防
府
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

文
芸
祭
「
川
柳
」

11
／
４
（土）
萩
市
民
館

文
芸
祭
「
現
代
詩
」

11
／
５
（日）
山
口
県
総
合
保
健
会
館

中
原
中
也
記
念
館

文
芸
祭
「
随
筆
」

11
／
５
（日）
宇
部
市
立
図
書
館
ほ
か

■
映
像

メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭

11
／
３
（金）
〜
12
（日）

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
ほ
か

■
美
術

美
術
展
（
日
本
画
・
洋
画
）

11
／
３
（金）
〜
12
（日）
山
口
県
政
資
料
館
、

旧
県
会
議
事
堂
ほ
か

美
術
展
（
書
）

11
／
３
（金）
〜
12
（日）

宇
部
市
立
万
倉
小
学
校
体
育
館
、

宇
部
市
楠
若
者
セ
ン
タ
ー
ほ
か

美
術
展
（
写
真
）

11
／
３
（金）
〜
12
（日）

周
南
市
美
術
博
物
館
ほ
か

美
術
展
（
工
芸
）

11
／
３
（金）
〜
12
（日）
下
関
市
立
美
術
館

陶
芸
展

11
／
３
（金）
〜
12
（日）

萩
城
下
町
の
武
家
屋
敷
ほ
か

彫
刻
展

11
／
３
（金）
〜
12
（日）
宇
部
市
内
商
店
街
ほ
か

生
活
美
術
展

11
／
３
（金）
〜
11
（土）

下
関
市
菊
川
ふ
れ
あ
い
会
館

創
造
・
現
代
ガ
ラ
ス
展

11
／
３
（金）
〜
12
（日）

き
ら
ら
ガ
ラ
ス
未
来
館
ほ
か

■
生
活
文
化

生
活
文
化
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
／
３
（金）
〜
12
（日）

山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

大
茶
会
（
下
関
市
会
場
）

11
／
11
（土）
〜
12
（日）

長
府
庭
園
、
長
府
毛
利
邸
ほ
か

大
茶
会
（
防
府
市
会
場
）

11
／
４
（土）
〜
５
（日）

防
府
天
満
宮
、
毛
利
氏
庭
園
ほ
か

い
け
ば
な
展

11
／
３
（金）
〜
５
（日）
、
10
（金）
〜
12
（日）

柳
井
市
体
育
館
、

や
ま
ぐ
ち
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
／
３
（金）
〜
５
（日）
、
10
（金）
〜
12
（日）

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
、

山
口
市
中
心
商
店
街
ほ
か

食
の
祭
典

11
／
３
（金）
〜
５
（日）

海
峡
ゆ
め
広
場
、
海
峡
メ
ッ
セ
下
関

街
な
か
生
活
文
化
祭ア

ー
ト
ふ
る
山
口

11
／
３
（金）
〜
12
（日）

大
内
文
化
特
定
地
域
ほ
か

街
な
か
生
活
文
化
祭

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
い
わ
く
に

11
／
11
（土）
〜
12
（日）
錦
帯
橋
周
辺
地
域
ほ
か

■
文
化
一
般

み
す
ゞ
夢
空
間

〜
仙
崎
ま
ち
な
み
フ
ェ
ス
タ

11
／
３
（金）
〜
12
（日）
仙
崎
み
す
ゞ
通
り
一
帯

里
山
文
化
祭

11
／
４
（土）
〜
12
（日）
山
口
市
徳
地

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
周
辺

全
国
こ
ど
も
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

11
／
３
（金）
〜
12
（日）

岩
国
市
玖
珂
こ
ど
も
の
館
ほ
か

棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
／
４
（土）
〜
11
（土）

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
、
油
谷
東
後
畑

橋
の
祭
典

11
／
11
（土）
〜
12
（日）
錦
帯
橋
周
辺

ア
イ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
／
３
（金）
〜
12
（日）

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
ほ
か

東
ア
ジ
ア
文
化
の
祭
典

11
／
４
（土）
〜
５
（日）

道
の
駅
「
長
門
峡
」、
阿
東
中
学
校

■問い合わせ
第21回国民文化祭

長門市実行委員会事務局
（企画振興課文化振興係内）
TEL 23－1115

●E-mail
bunka@city.nagato.lg.jp

●URL
http://www.city.nagato.

yamaguchi.jp/̃bunka 



■
時
間
　
９：

00
〜
15：

00

■
出
演
団
体

緑
声
会
（
山
口
県
）

山
口
喜
香
会
（
山
口
県
）

米
沢
金
剛
会
（
山
形
県
）

宝
生
流
山
口
県
連
合
会（山

口
県
）

鳥
取
県
謡
曲
連
合
会（
鳥
取
県
）

宮
本
施
謡
会
（
山
口
県
）

三
重
県
能
楽
連
盟
観
世
流
邦
謡
会

（
三
重
県
）

山
口
鷺
流
狂
言
保
存
会（山

口
県
）

四
日
市
能
楽
連
盟
（
三
重
県
）

山
口
県
宝
生
会
（
山
口
県
）

山
口
粟
谷
会
（
山
口
県
）

閑
越
会
（
埼
玉
県
）

大
江
観
正
社
岩
国
支
部（山

口
県
）

宝
生
流
教
授
嘱
託
会

山
口
県
支
部
（
山
口
県
）

千
葉
県
能
楽
連
盟
（
千
葉
県
）

子
ど
も
能
楽
ク
ラ
ブ（
山
口
県
）

香
川
県
能
楽
会
（
観
世
会
）

（
香
川
県
）

金
春
松
融
会
（
島
根
県
）

松
江
観
世
会
（
島
根
県
）

山
口
宏
心
会
（
山
口
県
）

■
時
間
　
16：

00
〜
18：

40

■
演
目

舞
囃
子
（
喜
多
流
）「
高
砂

た
か
さ
ご

」

粟
谷
能
夫
ほ
か

舞
囃
子
（
宝
生
流
）「
玉
葛

た
ま
か
づ
ら

」

中
村
孝
太
郎
ほ
か

狂
言
（
大
蔵
流
）「
千
鳥

ち

ど

り

」

茂
山
千
五
郎
ほ
か

能
（
観
世
流
）

「
社
若

か
き
つ
ば
た

恋
之
舞

こ
い
の
ま
い

」

関
根
祥
六
ほ
か

能
楽
で
使
わ
れ
る
楽
器
の
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
会
場ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
軽
運
動
室

■
時
間
　
10
時
〜
15
時

「
子
ど
も
能
楽
ク
ラ
ブ
」
は
、

本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
演
を

目
標
に
誕
生
し
た
能
楽
体
験
教
室

で
、
小
中
高
生
を
対
象
に
参
加
希

望
者
の
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

指
導
し
て
く
だ
さ
る
の
は
、
宝

生
流
教
授
嘱
託
会
の
会
員
の
方
々

で
、
昨
年
10
月
か
ら
月
２
回
、
能

楽
の
謡
や
舞
な
ど
の
稽
古
を
し
て

い
ま
す
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
長
門
市
の
ほ
か

山
口
市
・
周
南
市
・
山
陽
小
野
田

市
で
も
開
催
し
て
お
り
、
参
加
者

は
全
部
で
51
人
。
本
番
で
は
各
地

域
の
子
ど
も
た
ち
が
合
同
で
発
表

を
行
い
ま
す
。
長
門
市
で
は
現
在

12
名
の
参
加
が
あ
り
、
中
央
公
民

館
で
稽
古
を
重
ね
て
い
ま
す
。

８
月
25
日
に
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

で
行
っ
た
合
同
練
習
で
は
、
通
し

稽
古
を
し
た
ほ
か
、
舞
台
で
の
出

入
作
法
な
ど
を
確
認
。
本
番
へ
向

け
て
指
導
に
も
熱
が
入
っ
て
い
ま

し
た
。

関根祥六茂山千五郎

狂言「千鳥」

全国の能楽愛好者による披露

約
六
百
年
の
歴
史
を
持
つ
能

は
、
室
町
時
代
に
観
阿
弥
・
世
阿

弥
親
子
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
世

界
最
古
の
舞
台
芸
術
で
す
。
国
民

文
化
祭
で
は
、
毎
年
継
続
事
業
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
部
で
は
、
全
国
各
地
か
ら

20
の
能
楽
愛
好
団
体
が
日
頃
の
研

鑽
を
披
露
し
ま
す
。
今
回
は
、
能

シ
テ
方（
登
場
人
物
を
演
じ
る
役
）

の
全
５
流
派
（
観
世
流
・
宝
生

流
・
金
春
流
・
金
剛
流
・
喜
多

流
）
が
参
加
し
、
謡
・
仕
舞
・
舞

囃
子
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
県
指
定
無
形
文
化
財
の
山
口

鷺さ
ぎ

流
狂
言
保
存
会
に
よ
る
狂
言

も
、
午
前
と
午
後
の
２
回
演
じ
ら

れ
ま
す
。

第
２
部
の
一
流
能
楽
師
が
演
じ

る
模
範
演
能
で
は
、
観
世
流
、
宝

生
流
、
喜
多
流
に
よ
る
能
や
舞
囃

子
、
大
蔵
流
に
よ
る
狂
言
が
披
露

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
楽
器
体
験
教
室
や
「
地

芝
居
の
祭
典
」
と
合
同
開
催
す
る

「
伝
統
芸
能
の
世
界
展
」
で
は

能
・
狂
言
に
関
す
る
資
料
展
示
も

行
い
ま
す
。

私は今、中学１年生です。この
「子ども能楽クラブ」は、国民文

化祭に出られるチャンスだったから、狂言が好きだった
から、この二つの理由で参加しました。
入ったのは11月。稽古もちょうどそのころから始ま

りました。能は思っていたものとは少し違っていて、最
初は声を出すのがとてもはずかしかったです。今では少
し声が出るようになりました。メンバーの中には、半年
前まで幼稚園に通っていた子もいるそうで、本当ににぎ
やかです。周南市・山口市など市外からの参加者もみん
な明るくて、合同稽古はとても楽しいものとなります。
本番までもう日にちがないですが、これから精一杯練
習して、立派なものにしたいです。そして私たち子ども
で一つの「国民文化祭」を完成させたいと思っています。

子ども能楽クラブに
参加して

子ども能楽クラブ
（下関中等教育学校１年）

高藤
た か ふ じ

萌恵
も え

さん

能は面白い。神や鬼や修羅物など
は、物語もわかりやすくまた舞台の

動きも活動的で、観ていて楽しい。それに対して夢幻能や
物狂い能は、古今和歌集や源氏物語などの古典を題材とし、
和歌や連歌などの修辞が随所に取り入れられているために、
ある程度の予備知識が求められる。極限にまで無駄を省き
簡素化された舞台や作りもの、そこに情景を描きそして美
しいメロディーを伴う謡と描写力豊かな舞を観ながら、想
像力豊かに物語を追う。そこがまた楽しい。
「能・狂言フェスティバル」では、職業人による模範演
能と全国から集う愛好者による演奏との二部構成となって
いる。後者では、特に、県下の子どもたちが、仕舞「羽
衣」・素謡「猩々

しょうじょう

」と狂言「船ふな」を演じる。六百有余
年の歴史を持つ古典芸能、次の世代への継承を期待する。

心ゆたかに
能・狂言フェスティバル推進委員長
（宝生流教授嘱託会山口県支部長）

木原
き は ら

啓一
け い い ち

さん

■日時　11月４日（土）
９：00～18：40

■会場　ルネッサながと劇場
■入場無料
※「模範演能」の鑑賞には、入場整理券が必
要です。整理券申し込みは締め切りました。

●シャトルバス有り
Ｐ15のシャトルバス運行表をご覧下さい。

特集 国民文化祭やまぐち2006



全
国
各
地
の
地
芝
居
を
愛
す
る

団
体
が
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
に
集

い
、
伝
統
文
化
「
地
芝
居
」
が
持

つ
「
日
本
の
こ
こ
ろ
」
を
長
門
の

国
か
ら
全
国
へ
、
そ
し
て
未
来
に

向
け
発
信
し
ま
す
。

長
門
市
か
ら
は
「
俵
山
女
歌
舞

伎
保
存
会
」
が
出
演
。
俵
山
小
と

俵
山
中
の
「
子
ど
も
歌
舞
伎
」
も

特
別
出
演
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

■
10
時
10
分
〜

義
太
夫

ぎ

だ

ゆ

う

寿
式
三
番
叟

こ
と
ぶ
き
し
き
さ
ん
ば
そ
う

﹇
五
人
三
番

ご
に
ん
さ
ん
ば

﹈

俵
山
中
学
校
子
ど
も
歌
舞
伎

（
長
門
市
）

■
10
時
50
分
〜

一
ノ
谷
嫩
軍
記

い
ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん
き

流な
が

し
の
枝え

だ

大
人
歌
舞
伎
保
存
会
（
宮
崎
県
）

■
11
時
55
分
〜

絵
本
太
功
記

え
ほ
ん
た
い
こ
う
き

尼
ヶ
崎

あ
ま
が
さ
き

の
段だ

ん

切
山
歌
舞
伎
保
存
会
（
下
松
市
）

■
13
時
30
分
〜

白
浪
五
人
男

し
ら
な
み
ご
に
ん
お
と
こ

俵
山
小
学
校
子
ど
も
歌
舞
伎

（
長
門
市
）

■
14
時
15
分
〜

助
六

す
け
ろ
く

蝶
千
鳥
茶
屋
場

ち
ょ
う
ち
ど
り
ち
ゃ
や
ば

の
段だ

ん

出
雲
歌
舞
伎
む
ら
く
も
座

（
島
根
県
）

■
15
時
45
分
〜

二
月
堂
良
弁
杉

に
が
つ
ど
う
ろ
う
べ
ん
す
ぎ

の
由
来

ゆ
ら
い

土
佐
絵
金
歌
舞
伎
伝
承
会

（
高
知
県
）

■
16
時
55
分
〜

釣
女

俵
山
女
歌
舞
伎
保
存
会

（
長
門
市
）

出雲歌舞伎むらくも座（島根県）

■
俵
山
小
学
校

長
門
俵
山
に
伝
わ
る
女
歌
舞
伎

に
関
心
を
持
ち
自
分
た
ち
も
体
験

し
て
み
た
い
、
そ
ん
な
子
ど
も
た

ち
の
思
い
で
、
昨
年
か
ら
総
合
的

な
学
習
の
一
環
と
し
て
子
ど
も
歌

舞
伎
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
プ
レ
国
民
文
化
祭
１

年
前
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
俵
山
地

区
文
化
産
業
祭
で「
白
浪
五
人
男
」

を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
域
の
文
化
や
伝
統

を
子
ど
も
た
ち
は
受
け
継
ぎ
、
地

域
の
一
員
と
し
て
、
進
ん
で
関
わ

っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

■
俵
山
中
学
校

俵
山
中
学
校
は
、
全
校
生
徒
38

人
の
小
規
模
校
で
す
。
生
徒
は
、

豊
か
な
自
然
と
人
情
味
あ
ふ
れ
る

風
土
の
中
で
の
び
の
び
と
生
活
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
「
地
域
の

伝
統
芸
能
学
習
」
を
取
り
入
れ
、

「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
」「
豊
か

な
感
性
や
創
造
性
」
を
育
む
こ
と

を
目
標
に
し
て
学
習
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
国
民
文
化
祭
で
は
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
思
う
存
分
発

揮
し
、
来
場
者
へ
夢
と
感
動
を
与

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

切山歌舞伎保存会（下松市）

土佐絵金歌舞伎伝承会（高知県）

地
芝
居
は
、
長
い
歴
史
を
通
じ

て
培
い
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
現

在
も
生
活
の
一
部
と
し
て
親
し
ま

れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
祭
典
で
は
、
全
国
各
地
の

地
芝
居
を
継
承
す
る
団
体
が
日
本

一
の
芝
居
小
屋
「
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
」
の
舞
台
機
構
を
活
用
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
風
土
と
歴
史

に
育
ま
れ
た
特
色
あ
る
地
芝
居
を

熱
演
し
ま
す
。

出
演
は
、
地
元
の
俵
山
女
歌
舞

伎
保
存
会
を
は
じ
め
歌
舞
伎
を
継

承
す
る
５
つ
の
団
体
で
、
地
芝
居

独
特
の
台
詞

せ

り

ふ

や
演
技
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
俵
山

女
歌
舞
伎
を
受
け
継
い
で
い
こ
う

と
、
練
習
を
重
ね
て
き
た
俵
山
小

児
童
と
俵
山
中
生
徒
に
よ
る
「
子

ど
も
歌
舞
伎
」
と
俵
山
女
歌
舞
伎

と
の
競
演
も
見
所
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、「
能
・
狂
言
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
と
合
同
で
開
催
す
る

「
伝
統
芸
能
の
世
界
展
」
で
は
、

衣
装
や
小
道
具
、
台
本
な
ど
地
芝

居
に
関
す
る
様
々
な
資
料
展
示
も

行
い
ま
す
。

俵山小学校６年生は、国民文化
祭で子ども歌舞伎「白浪五人男」

を披露します。これは盗賊の五人男衆が捕まり、最後の
大見栄を切る場面です。
ぼくたちは、暑い日も着物を着て、慣れない下駄をは
きながら、一生懸命に取り組んできました。歌舞伎独特
の難しい台詞の言い方や見栄の切り方、立ち回りの仕方
など、俵山女歌舞伎の方々に熱心に教えていただき、今
では立派にできるようになりました。
11月11日の本番では、６年生17人が一丸となって

堂々と演じます。特に最後の五人男と捕り手のからみ場
面を、ばっちり決めたいと思っています。
ぼくたちの子ども歌舞伎「白浪五人男」をぜひ見てく
ださい。

見てください
俵山小の「白浪五人男」

俵山小学校子ども歌舞伎
（俵山小学校６年）

宮本
み や も と

岳
たけし

さん

地芝居の祭典推進委員会では、
一昨年から15回の会議を開催し、

出演団体の選考や、舞台設定、おもてなしの方法など委
員のみなさんの協力のもと進めてきたところです。
地芝居の見所は特徴的な外題と、地域の独特なせりふ
や演技が見られ、素人的な中に一生懸命な姿に感動させ
られるものです。今回は、中四国・九州から４団体をお
迎えし、地元から俵山小中学校の児童・生徒と、俵山女
歌舞伎との競演をするものです。
「味わい深い地芝居をながとの国から次世代へ」のサ
ブタイトルのもと、子どもたちの力一杯の演技に今年も
感動させられると思います。
市民のみなさまにも、ぜひともご覧くださいますよう、
すみからすみまでお願い奉りまする。

地芝居の祭典に向けて
地芝居の祭典推進委員長
（俵山女歌舞伎保存会会長）

宮野
み や の

修治
し ゅ う じ

さん

■日時　11月11日（土）
10：00～17：30

■会場　ルネッサながと劇場
■入場無料
●シャトルバス有り
Ｐ15のシャトルバス運行表をご覧下さい。

大人歌舞伎保存会（宮崎県）

特集 国民文化祭やまぐち2006



全
国
か
ら
棚
田
の
写
真
を
募

集
。優
秀
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
会
期
　
11
／
４
（土）
〜
11
（土）

■
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

■
会
場
　
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

■
11
月
４
日
（土）

10：

00

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー

10：

20

表
彰
式

11：

00

講
演
会

講
師
　
竹
内
　
敏
信
　
氏

演
題
「
日
本
の
風
景
を
撮
る
」

・
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
in

ゆ
や
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

テ
ノ
ー
ル
歌
手
・
藤
田
卓
也
さ

ん
の
独
唱
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
／
11
（土）

10：

00
〜
15：

00

■
会
場油

谷
東
後
畑
棚
田
地
域

※
雨
天
時
は
旧
文
洋
小
学
校
体
育

館
で
開
催
し
ま
す
。

■
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

千
種
の
会
、
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
花

凜
、
長
門
和
太
鼓
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
翔
門
、
油
谷
立
ち
太
鼓
グ
ル

ー
プ
、
棚
田
数
え
唄
、
油
谷
こ

ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
後
畑
楽

踊
り
保
存
会
、
児
童
・
生
徒
に

よ
る
合
唱
、
棚
田
作
文
朗
読
、

馬
耳
東
風
、
Ｚ
Ｅ
Ｋ
Ｕ

■
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

手
作
り
「
か
か
し
」
の
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催

■
籾
殻
ア
ー
ト

籾
殻
を
使
っ
て
素
敵
な
絵
を
描

き
ま
し
ょ
う

■
と
し
ゃ
く
作
り
実
演

と
し
ゃ
く
が
で
き
る
ま
で
を
見

て
み
よ
う

■
芋
掘
り
体
験

友
達
同
士
で
も
親
子
で
も
参
加

で
き
ま
す

■
宇
津
賀
地
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

出
店
各
種

お
に
ぎ
り
、
か
や
く
寿
司
な
ど油谷こどもミュージカル

棚田数え唄

８
月
３
日
、
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
「
全
国
棚
田
写
真
展
」
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、「
こ
ど

も
写
真
教
室
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
小
学
生
24
人
が
参
加
し
、

全
日
本
写
真
連
盟
長
門
支
部
の
安

成
恒
昭
支
部
長
を
講
師
に
、
油
谷

中
央
公
民
館
で
カ
メ
ラ
の
基
本
的

な
話
や
撮
影
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び

ま
し
た
。

東
後
畑
の
棚
田
で
は
、
講
師
や

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
先
生
方
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
撮
影
を

開
始
。
子
ど
も
た
ち
は
、
棚
田
や

海
、
草
花
を
被
写
体
に
し
て
好
き

な
構
図
を
探
し
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
妙
見

山
展
望
公
園
へ
移
動
し
、日
本
海
、

油
谷
湾
が
一
望
で
き
る
展
望
台
で

再
び
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

撮
影
し
た
写
真
は
、
11
月
４
日

か
ら
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
で
開
催
さ
れ

る
「
全
国
棚
田
写
真
展
」
で
展
示

さ
れ
ま
す
。

日本の棚田百選認定「東後畑」

日
本
の
棚
田
百
選
に
認
定
さ
れ

た
「
東
後
畑
」。
水
田
と
夕
陽
、

漁
火
が
創
り
出
す
優
美
な
景
観
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
こ
の
絶
景

を
求
め
て
毎
年
数
多
く
の
写
真
愛

好
家
が
訪
れ
、
そ
の
風
景
を
カ
メ

ラ
に
収
め
て
い
ま
す
。

「
全
国
棚
田
写
真
展
」
で
は
全

国
か
ら
棚
田
の
写
真
を
募
集
し
、

359
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
展

示
総
数
は
169
点
の
予
定
で
す
。
は

た
し
て
「
東
後
畑
」
の
写
真
は
何

点
展
示
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
11
月
４
日
（土）
に
は
、
風

景
写
真
の
第
一
人
者
で
あ
る
竹
内

敏
信
さ
ん
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ス
ラ
イ
ド
上
映
を
交
え
な
が

ら
竹
内
氏
の
被
写
体
に
寄
せ
る
思

い
を
熱
く
語
ら
れ
ま
す
。

11
月
11
日
（土）
、
東
後
畑
を
会
場

に
行
わ
れ
る
「
棚
田H

a
rm
o
n
y

ま
つ
り
」
で
は
、
油
谷
出
身
の
テ

ノ
ー
ル
歌
手
・
藤
田
卓
也
さ
ん
の

独
唱
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

私たちが住んでいるここ山口県で
国民文化祭が行われることになり

ました。山口県では50年にたったの１回しか行われない
のでとても貴重な体験になると思います。
油谷の中からは、後畑が選ばれることになりました。
後畑では、棚田Harmonyまつりがあり、かかしコンテ
ストなどの楽しい行事がいっぱい行われます。ラポール
ゆやでは、全国棚田写真展があります。でも、写真で見
るより本物の棚田を見る方がずっときれいだと思うので
たくさんの人にぜひ見てもらいたいです。
油谷は田舎かもしれないけど、自然が豊かで、山と日
本海に囲まれ、きれいなとてもいいところです。だから
この機会に日本中の人に油谷について知ってもらいたい
と思います。

とてもきれいな棚田
棚田Harmonyまつり出演者
（菱海中学校３年）

藤村
ふ じ む ら

由佳
ゆ か

さん

平成16年６月２日の第１回委員
会より多くの委員さんや役所の事

務局を含め皆さんの力で、16回を数える会合を重ね、基
本計画、実施計画ができあがりました。
全国棚田写真展は、全国からの棚田の写真、こども写
真教室の作品を展示します。棚田Harmonyまつりは、
東後畑の棚田で雄大な日本海を背景に油谷こどもミュー
ジカル、棚田数え唄、バンド演奏など「棚田の四季」を
メインテーマとし構成してあります。また体験型イベン
トとして、籾殻アート、芋掘りも企画しています。みな
さんもお誘い合わせの上、ぜひご参加ください。
最後に、日本の棚田百選に認定された当地域の文化、
芸能、生活を全国に発信し、地域の人たちとの交流、ま
ちおこしにつなげられたら良いなと思っています。

棚田でまちおこしを
棚田フェスティバル推進委員長
（NPO法人しぜんとあそびたい理事長）

安倍
あ べ

隆史
た か し

さん

■全国棚田写真展
11月４日（土）～11日（土）９:00～17:00

（11月４日は10:00～） ラポールゆや
■棚田Harmonyまつり
11月11日（土）10:00～15:00

油谷東後畑棚田地域
●シャトルバス有り
Ｐ15のシャトルバス運行表をご覧下さい。

特集 国民文化祭やまぐち2006



仙
崎
駅
・
八
坂
神
社
・
極
楽
寺

を
会
場
と
し
て
、
金
子
み
す
ゞ
の

詩
「
海
の
お
宮
」「
か
ぐ
や
ひ
め
」

「
こ
ぶ
と
り
」
を
そ
れ
ぞ
れ
題
材

に
、
各
10
分
の
ス
テ
ー
ジ
を
上
演

し
ま
す
。
ま
た
、
各
ス
テ
ー
ジ
を

結
ぶ
通
り
で
は
、
海
・
竹
・
雨
な

ど
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
に

合
わ
せ
た
装
飾
を
施
し
、
お
客
様

に
は
そ
こ
を
歩
い
て
移
動
し
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
公

演
回
数
は
８
日
（水）
か
ら
10
日
（金）

ま
で
は
30
分
ご
と
に
１
日
３
回
公

演
、
11
日
（土）
と
12
日
（日）
は
１
日

５
回
公
演
で
す
。

※
「
か
ん
げ
き
空
間
」
は
ど
な
た

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
が
、

よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

の
ツ
ア
ー
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
に

は
整
理
券
「
夢
チ
ケ
ッ
ト
」
が

必
要
で
す
。

※
「
か
ん
げ
き
空
間
」
は
雨
天
の

場
合
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
中
止
の
決
定
は
当
日
12
時

に
行
い
ま
す
。

金
子
み
す
ゞ
の
詩
や
仙
崎
の
ま

ち
を
題
材
と
し
た
展
示
・
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
２
０
０
０
０

「
み
す
ゞ
燦
参
Ｓ
Ｕ
Ｎ
」
の
名

物
企
画
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
」
を

国
民
文
化
祭
用
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
て
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
「
か
ま
ぼ
こ
板
」

２
万
枚
を
使
用
し
て
、
巨
大
モ
ザ

イ
ク
壁
画
を
制
作
し
ま
す
。
７
月

20
日
か
ら
作
業
を
開
始
し
、
現
在

も
進
行
中
で
す
。

・
展
示
場
所

旧
Ｊ
Ａ
長
門
大
津

仙
崎
支
所
倉
庫

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
記
入
場
所

金
子
み
す
ゞ
記
念
館

・
完
成
式

11
／
８
（水）

18：

00
〜

■
ま
ち
な
み

ポ
ケ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

仙
崎
み
す
ゞ
通
り
を
中
心
と
し

て
、仙
崎
の
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
に
、

小
さ
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
出
現
し

ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
内
容
は
、
仙

崎
か
ま
ぼ
こ
・
く
じ
ら
文
化
・
作

詞
家
大
津
あ
き
ら
な
ど
を
テ
ー
マ

と
し
た
展
示
や
、
地
元
で
活
動
さ

れ
る
方
の
作
品
展
示
な
ど
で
す
。

ま
た
、
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
で

も
特
別
展
示
を
行
い
ま
す
。

か
ん
げ
き
空
間
ス
ペ
シ
ャ
ル
ツ

ア
ー
の
整
理
券
「
夢
チ
ケ
ッ
ト
」

の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。
長
門

市
駅
か
ら
の
特
別
列
車
へ
の
乗

車
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
の
座
席

の
確
保
な
ど
の
特
典
の
ほ
か
特
別

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
つ
い
て
く
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
ツ
ア
ー
。
こ
の
「
夢
チ
ケ

ッ
ト
」
で
み
す
ゞ
夢
空
間
が
も
っ

と
楽
し
く
な
る
は
ず
で
す
。

■
応
募

無
料
／
追
加
募
集
の
受
付
は
先

着
順
で
す
。

■
応
募
締
切
　
10
／
27
（金）
必
着

■
残
席
状
況

み
す
ゞ
夢
空
間
公
式
サ
イ
ト
に

て
随
時
公
表
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
、
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
企
画
振
興
課
文
化
振
興
係

TEL
23
‐
１
１
１
５

■
応
募
方
法

募
集
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

い
る
専
用
ハ
ガ
キ
を
引
き
続
き
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

み
す
ゞ
夢
空
間
公
式
サ
イ
ト
か

ら
も
応
募
可
能
で
す
。

■
み
す
ゞ
夢
空
間

公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

http
://w
w
w
.

m
isuzuyum

e
kukan.co

m

メインステージ「八坂神社」

メインステージ「仙崎駅」

弱
い
も
の
、
小
さ
い
も
の
に
限

り
な
い
愛
情
を
注
ぎ
、
あ
た
た
か

い
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
童
謡

詩
人
「
金
子
み
す
ゞ
」。

彼
女
の
残
し
た
詩
の
中
に
は
、

「
瀬
戸
」「
極
楽
寺
」「
祇
園
社
」

「
角
の
乾
物
屋
」
な
ど
、
彼
女
が

生
ま
れ
育
っ
た
仙
崎
の
ま
ち
な
み

が
数
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
み
す
ゞ
夢
空
間
〜
仙
崎
ま
ち

な
み
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
そ
ん
な
彼

女
の
原
点
と
も
い
え
る
故
郷
・
仙

崎
を
会
場
に
、
野
外
創
作
劇
や
展

示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
み
す
ゞ
の
こ
こ

ろ
を
広
く
全
国
へ
向
け
て
発
信
し

ま
す
。

昼
の
仙
崎
を
会
場
に
、
展
示
・

体
験
コ
ー
ナ
ー
と
モ
ザ
イ
ク
壁
画

が
通
り
を
彩
る
「
ま
ち
な
み
空

間
」。
そ
し
て
、
夜
の
仙
崎
を
舞

台
に
、
み
す
ゞ
の
詩
を
題
材
と
し

た
ス
テ
ー
ジ
と
詩
の
朗
読
や
通
り

の
装
飾
を
組
み
合
わ
せ
た
「
か
ん

げ
き
空
間
」。
昔
な
が
ら
の
雰
囲

気
を
残
す
仙
崎
の
ま
ち
が
、
２
つ

の
「
空
間
」
で
み
な
さ
ん
を
お
迎

え
し
ま
す
。

「みすゞ夢空間～仙崎まちなみ
フェスタ」の事業の１つである

「かんげき空間」が、11月８日から12日まで開催されま
す。私はその中で、極楽寺を会場にして行う、金子み
すゞさんの「こぶとり」という詩をテーマとしたステー
ジに出演します。マスクをかぶって普段の自分と違う男
性の役を演じるということで、難しそうだけど面白そう
だなぁとワクワクした気持ちでいます。
今からまだまだ練習が厳しくなっていくと思います

が、笑顔を忘れずみんなで力を合わせて素敵な舞台を作
り上げていきたいと思います。
たくさんの方に見ていただいて、よかったなぁと感動
してもらえる舞台、そして私も満足できる舞台になるよ
う一生懸命頑張ります。みなさんぜひ見にきてください。

感動の舞台に
「かんげき空間」出演者
（深川中学校２年）

中島
な か し ま

麻衣
ま い

さん

自宅の隣にあるうちの会社の
倉庫は、毎年春から夏にかけて、

かまぼこ板のモザイク絵や竹灯籠製作の作業場になり
ます。
「祭りは準備から関わらないと面白くないからね。」
とある女性スタッフが一言。そうなんですよね。確か
に大変だけど、企画から、そして準備から関わること
で、何倍も面白くなるし、一緒に汗を流した人たちと、
より一層親しくなれる。そんな醍醐味を味わうとだん
だん抜けられなくなります。
「みすゞ夢空間」でも、倉庫はすでに大活躍。仕込
みは、着々と進んでいます。はたして、どんな形に仕
上がるのか？　ワクワク、そしてちょっぴりドキドキ
しています。

祭りは準備から
みすゞ夢空間～仙崎まちなみフェスタ

推進委員長

今井
い ま い

宏
ひろし

さん

■日時
「かんげき空間」11月８日（水）～12日（日）

18：00～
「まちなみ空間」11月３日（金）～12日（日）

10：00～16：00

■場所　仙崎みすゞ通り一帯
●「みすゞ夢空間」公式Webサイト

http://www.misuzuyumekukan.com/

※
残
席
は
９
／
20
現
在
。
最
新
の
状
況
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
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「
能
・
狂
言
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

「
地
芝
居
の
祭
典
」
の
開
催
に
あ

わ
せ
て
、
両
公
演
に
関
係
す
る
資

料
を
展
示
す
る
「
伝
統
芸
能
の
世

界
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
能
・
狂
言
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

資
料

能
装
束
や
県
指
定
無
形
文
化

財
・
鷺
流
狂
言
の
装
束
、
狂
言
絵

巻
、
県
内
能
面
作
家
制
作
の
能
面

な
ど
、
約
50
点
の
資
料
を
展
示
し

ま
す
。「
能
・
狂
言
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
る
11
月
４
日

に
は
、
能
面
作
家
・
矢
次
杢
忠
氏

に
よ
る
能
面
制
作
の
実
演
が
行
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、
宇
宙
飛
行
士
・
野
口
聡

一
さ
ん
が
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
号
に
搭
乗
し
た

際
、
宇
宙
へ
持
っ
て
行
っ
た
扇

「
天
女
扇
」
も
特
別
展
示
し
ま
す
。

■
地
芝
居
の
祭
典
の
資
料

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ

る
下
松
市
の
切
山
歌
舞
伎
保
存
会

と
長
門
市
の
俵
山
女
歌
舞
伎
保
存

会
が
所
有
す
る
衣
装
・
小
道
具
・

台
本
な
ど
、
実
際
の
舞
台
で
使
用

さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
約
20
点
の

資
料
を
展
示
し
ま
す
。

■
会
期
　
10
／
12
（木）
〜
11
／
12
（日）

※
10
月
30
日
（月）
は
休
館
日
で
す
。

■
開
催
時
間
　
10：

00
〜
16：

00

■
会
場
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
能
面
制
作
実
演

・
実
演
者
　
矢
次

や
つ
ぎ

杢
忠

も
く
ち
ゅ
う

氏

・
日
時
　
11
／
４
（土）

①
10：

00
〜

②
13：

00
〜

・
会
場
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

国
民
文
化
祭
山
口
県
実
行
委
員

会
で
は
、
国
民
文
化
祭
初
の
取
り

組
み
と
し
て
、
保
育
園
・
幼
稚
園

児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
提
案
し
た
文

化
芸
術
活
動
の
夢
や
ア
イ
デ
ア
を

実
現
す
る
「
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
萩
焼
き
で
陶
壁
を

「
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

全
29
の
事
業
の
う
ち
、
長
門
市
か

ら
は
向
陽
小
学
校
の
事
業
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
学

校
の
窯
を
使
い
「
自
慢
で
き
る
学

校
・
地
域
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、

児
童
全
員
が
１
人
１
枚
萩
焼
の
陶

板
を
制
作
。
そ
れ
を
合
わ
せ
て
１

枚
の
陶
壁
に
し
、
展
示
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

向
陽
小
校
区
に
は
萩
焼
の
窯
元

が
多
く
あ
り
、
ま
た
以
前
か
ら
総

合
的
な
学
習
の
中
で
、
萩
焼
の
制

作
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、

萩
焼
で
自
分
た
ち
の
自
慢
で
き
る

も
の
や
地
域
の
特
色
を
多
く
の
人

に
伝
え
た
い
と
、
こ
の
事
業
を
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
陶
壁
は
、
11
月

３
日
（金）
か
ら
12
日
（日）
に
か
け
て
、

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
ロ
ビ
ー
で
展
示

さ
れ
、
そ
の
後
は
学
校
内
に
設
置

さ
れ
る
予
定
で
す
。

県
民
の
み
な
さ
ん
が
企
画
・
実

施
す
る
事
業
が
、「
き
ら
め
き
公

募
事
業
」
で
す
。
全
14
事
業
が
採

択
さ
れ
、
長
門
市
内
で
は
俵
山
で

「
天
地
の
芸
術
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

千
百
年
の
歴
史
を
誇
る
湯
治
場

の
古
民
家
や
周
辺
の
里
山
を
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
し
、
街
並
み
や
路
地
を

回
遊
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
天
と

地
の
間
に
あ
る
自
然
を
テ
ー
マ
に

し
た
芸
術
作
品
を
め
ぐ
る
ア
ー
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

■
日
時
　
11
／
３
（金）
〜
５
（日）

10：

00
〜
17：

00

■
会
場
　
俵
山
温
泉
周
辺

（
温
泉
閣
、
五
合
庵
、
里
山
ほ
か
）

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

天
地
の
芸
術
展

里
山
フ
ラ
ッ
グ
ア
ー
ト
展

エ
コ
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

天
地
の
ア
ー
ト
談
議

講
演「
ア
ー
ト
と
地
域
づ
く
り
」

■
問
い
合
わ
せ
先

天
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会

エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

０
９
０
‐
７
８
９
７
‐
２
７
３
９

（
中
山
）
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